
島原市市長公室
政策企画課交通政策班 松尾 泰明

令和５年度第３回九州厚生局地域共生セミナー

島原市

令和６年３月７日（木）



島原市の概要（R6.1末現在）

予約・あいのり・たしろ号

長崎県の南東部、島原半島の東部に位置
熊本市や大牟田市と航路で繋がっている
人口：42,582人
高齢化率36.7％（長崎県平均34.4％）
面積：82.96㎢ （島原半島の約18％）

島原市の見どころ

湧水のまち
市内70箇所
20万トン／日

島原半島

雲仙市

南島原市

長崎市

佐世保市

令和6年（2024年）に
築城400年を迎えた島原城

「日本一海に近い駅」
として注目を浴び、CM
などのロケ地大三東駅

島原市



予約・あいのり・たしろ号

R2.4 5 6 7 8 9 10 11 12 R3.1 2 3 R2計

72 44 68 43 52 45 54 79 71 59 49 68 704

定時定路予約制でスタート

R2.3

121

● 平成30年度から先進地の事例を視察、地元町内会などと協議を重ね、
島原市出身の弁護士「田代則春」様の寄付により４台の車両を購入

● 令和２年３月 定時・定路の予約制としてコミュニティバスを運行開始
既存の路線バスと競合するため、路線バスの通っていないルートを設定
市内の北部エリア３路線を１日４便を運行 運賃200円
乗車日の３日前から前日の17時までに予約が必要

● 令和２年12月 車両３台を追加で購入し、市内南部エリアに３路線新設

利用者が増えず、市民からは空気を運んでいると低評価
運行事業者からも、予約が無くても従業員を確保する必要があ
り、不満の声があった

島原市



予約・あいのり・たしろ号
当時の路線図

市内中心部は路線バスが運行しており、
それを避けるようにコミバスが運行
利用者のニーズと合っていなかった

島原市



大きな転機

予約・あいのり・たしろ号

長崎新聞（令和３年５月１３日） プレスリリース（令和３年５月１２日）

島原市



予約・あいのり・たしろ号

隣接市に跨る幹線道路以外はほぼ廃線
大部分が交通空白地域となってしまう

令和３年10月からの大幅な廃線

島原市



自由経路に運行方法を見直し

①ＡＩの本格的活用 ⇒ 市内全域の停留所間で移動可能
市内どこからでも中心部へ乗換無し
乗車３０分前までの予約受付を実現

②停留所を増設 １１９箇所 ⇒ ２５１箇所

③運行時間の延長 ８時台～１５時台 ⇒ ７時～１８時

予約・あいのり・たしろ号

定時定路での運行方法では、路線バスが通らなくなった地域を
カバーするだけの、輸送能力は無い
しかし、競合のため避けていた路線バスのルートを運行しても
支障が無くなったため、市内タクシー会社７社に運行を委託

廃線となった停留所、従前の停留所に加え、ドラッグストア・
コンビニなどを中心に停留所を設置

路線バスで通勤・通学されていた方たちの移動を支えなくては
いけない（バスの代替機能：毎日運行）

島原市



予約・あいのり・たしろ号
停留所の状況

島原市



利用者数の推移

予約・あいのり・たしろ号

R3.4 5 6 7 8 9 10 11 12 R4.1 2 3 R3計

66 82 81 84 63 73 2,944 3,373 3,467 2,810 2,492 3,198 18,733

R4.4 5 6 7 8 9 10 11 12 R5.1 2 3 R4計

3,403 3,582 3,634 3,705 3,593 3,179 3,773 3,875 3,730 3,303 3,464 3,898 43,139

R5.4 5 6 7 8 9 10 11 12 R6.1 2 3 R5計

3,695 3,753 4,025 4,109 4,871 4,684 4,881 4,444 4,734 4,165 4,296 47,657

デマンド型に移行

平日１台増便

さらに平日２台、土曜１台増便

令和２年度704名（月平均60名）の利用者が、現在は4,800名を
超える月もあり約８０倍に増加している
予約が取りづらいという声を受け、これまで午前・午後の半日
で運行していた事業者に、１日フルで運行してもらい稼働台数
を増加する方法で対応している

島原市



利用者の傾向

予約・あいのり・たしろ号

● 平日、特に午前中に利用が集中（主な目的は通院と通勤）

● ６５歳以上の高齢者が全体の３分の２を占める
特に、７５歳から８４歳までの女性が多く、全体の４分の１

● 予約方法別でみると、電話が７割、ネット３割
運行当初はそれぞれ８割、２割であったので徐々にでは
あるがネット予約の割合が増えてきている

● 利用日の２日以上前の予約が54％、１日前が16％を占め、
当日の予約は30％程度しかない
（事前予約が浸透しているのか？当日では取れないのか？）

島原市

● 二重の予約（故意なのか？過失なのか？）をする方がいる



市の取組内容

予約・あいのり・たしろ号

● 予約方法の説明動画を作成し、市HPなどで公開、ケーブルテレビで放映

● 老人会や地域の会議などの際に、出向いて
説明会を実施（計10回、200名以上）

● 島原警察署で運転免許証を返納される方に、
市のタクシー券交付の案内とたしろ号の会員申込書を配布

● 利用者の安全確保と利便性向上を行うため、運行見直し時に停留所設置
を断られた店舗へ再度依頼し、敷地内の停留所を許可いただいた

● 運行見直し時はタクシーとの競合の観点から、停留所の設置は病院の
敷地内は避けていたが、利用者の声を受け安全な乗降ができるような
施設に設置を行った

このような経緯から、スポンサー制の停留所の導入は困難
車体広告（マグネット式）による収入を得ている

現在２６３箇所

島原市



利用者からの要望

予約・あいのり・たしろ号

● 自宅の近くや頻繁に行く施設に停留所を設置して欲しい

原則、既存停留所の半径300ｍ以内には新規設置しない

停留所の設置基準

➀ 停留所間は一定の距離を保つこと

② 安全に乗降できる場所であること

③ 一定の要望があること

状況により交通事業者、警察などと協議して設置の可否を検討

狭小地、交差点の近く、一方通行や交通量が多く、運行
や乗降する際に危険な場所は避ける

個人の意見だけでなく、地域からの要望があること

島原市



現在の課題

予約・あいのり・たしろ号

● 年間走行距離が約６万㎞の車両もあり、更新が必要

次世代車両の検討へ

● 現在はガソリン車で、６㎞／リットルと燃費が悪い

令和４年度決算概要 経費の区分 概算額

運行事業費補助金 ３，０５０万円

予約システム保守委託料 ３４０万円

予約受付業務委託料 ９３０万円

消耗品・通信運搬費など ８０万円

経費合計 ４，４００万円

経費のうち約８０％相当分
３，５００万円は特別交付税
（市の負担は９００万円）

● １０人乗りＥＶ車両の開発遅れ
⇒ 国産の量産タイプの電気自動車の生産が無い
⇒ 小型車は輸送能力が低く、乗り合いに不向き

● ＥＶコンバート車両は開発中であるが、車両価格が高い

島原市

ゼロカーボンシティ宣言



株式会社タジマモーターコーポレーション概要

事業概要 ・電気自動車の企画・設計・製造および開発業務全般ならび販売
・先行開発車両の企画・設計・製造および開発業務全般
・次世代エネルギー関連技術の研究・開発ならび販売 など

ハイエースEVコンバート車の特徴

所在地 （本社）東京都中野区江原町３－３５－３

・積載スペースは、通常車両と同じ容積を確保
・重量配分の改善による空荷時のトラクション性能向上
・運転席下エンジンが無いため、運転手の快適性が向上
・変速機が無くスムーズで容易な加減速
・電池パック安全認証（UN-R100）取得。公道走行可能
・最高速度120km/h 高速道路利用が可能

予定仕様
●発売予定価格・・・約１０００万円を想定
●走行可能距離・・・冬季・山道・エアコンOFF（理論上160Km・実走８割程度125Km ）
●充電時間・・・急速充電無し、普通充電200V/30Aで6時間位（100％）

今後の予定

●2024年2月評価用車両の登録予定（改造申請中）
●2024年3月産総研と共同で公道評価試験実施予定
●2024年4月受注開始 ●2024年7月納車開始

優位性 街を毎日走るクルマをゼロエミッション化できれば、温室効果ガス削減に大きく
貢献することが可能。



予約・あいのり・たしろ号 島原市

ご清聴
ありがとうございました


